
市町村議会議員特別セミナー

11:00～ 入寮受付

13:00～ 開講のことば、研修日程等説明

令和８年度第１回

当研修所では、毎年度、市区町村議会の議員の皆様を対象に、自治体が直面してい
る重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別セミナーを開催しています。

今回は、令和８年４月２０日・２１日の２日間、最新の情報をもとにそれぞれの分
野で活躍されている講師をお招きし、地方自治体の現状・課題・解決策等について幅
広く学びます。

多くの議員の皆様のご参加を、お待ち申し上げております。

令和８年４月２０日（月）・２１日（火） ＜２日間＞

日程等

日程

場所

4月

2０
日

（月）

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

千葉市美浜区浜田1-1（JR幕張本郷駅・海浜幕張駅よりバス10分）

研 修
内 容

13:30～15:00 

農業の新たなかたちへ

株式会社和郷代表取締役、農事組合法人和郷園代表理事

木内 博一 氏
15:15～16:45

これからの地方議会に求められるもの

～地域マネジメントの視点の重要性～

西南学院大学法学部教授 勢一 智子 氏

講演１

17:30～ 情報・意見交換会（夕食）
※状況により開催を見合わせる場合があります。

4月

2１
日

（火）

9:00 ～10:30

生成AIは議会を変える

～“補完する”価値、“決める”責任～

青森大学社会学部教授 佐藤 淳 氏

講演２

講演３

10:45～12:15

『脳と習慣』の切り離せない関係

株式会社感性リサーチ代表取締役、人工知能研究者

黒川 伊保子 氏

講演４

12:15～12:20 閉講のことば



開 催
要 領

対 象 市区町村議会議員

募集人数 120名（先着順）

宿 泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。

参加費 1４,000円 ※宿泊費及び食費等を含む予定額となります。

申込期限
令和８年３月１７日（火）まで

申込方法
◆市町村アカデミーのホームページ画面右側に表示される「申込

みはこちら」から、市町村アカデミーポータルサイトにアクセ
スし、お申し込みください。

◆ 多くの自治体からご参加いただくため、１団体９名以内でお願
いいたします。

必ず議会事務局を通してお申し込みください。

決定通知
申込み受理後、決定通知と併せて必要な資料を送付
いたします（申込期限前に締め切った場合でも、決定通知

の送付は３月１８日以降となります。）。

問い合
わせ先

公益財団法人全国市町村研修財団

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

研修部 担当：越川・髙山

〒261-0025 千葉市美浜区浜田1丁目1番地
：043-276-3126（研修部）

ＵＲＬ：https://www.jamp.gr.jp/

講 師 紹 介

【講演１】木内 博一 氏（株式会社和郷代表取締役、農事組合法人和郷園代表理事）

1967年千葉県生まれ。1989年農林水産省農業者大学校卒業後、家業を継ぎ就農。
1996年有限会社和郷(現：株式会社和郷)を設立。1998年農事組合法人和郷園を設立。
産地直送、カットゴボウなどで注目を浴びる。その後、冷凍野菜、カット野菜、リサイクル
事業、海外事業、ミニスーパーOTENTO、農園リゾートTHE FARM、THE FARM CAFE、
植物工場など農業を中核とした多角的な経営手法を進め、年商70億円の企業体を作り上げた。

【講演２】勢一 智子 氏（西南学院大学法学部教授）

山口県下関市出身。専門分野は行政法、環境法、地方自治法。比較法としてドイツ法・EU法。
1998年に西南学院大学法学部専任講師、同助教授を経て、2007年より現職。第31・32次
地方制度調査会委員、地方分権改革有識者会議議員、国地方係争処理委員会委員、復興庁復興
推進委員会委員、地方公共団体金融機構経営審議委員、中央環境審議会委員、SDGs推進円卓
会議構成員などを務める。

【講演３】佐藤 淳 氏（青森大学社会学部教授）

1968年青森県十和田市生まれ。1992年早稲田大学商学部卒業、さくら銀行（現三井住友
銀行入行。2006年日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研究科修了。2007年早稲田
大学大学院公共経営研究科修了。2008年早稲田大学マニフェスト研究所招聘研究員。
2022年～青森大学社会学部教授。「人をつなぎ成長を支援し地方をエンパワーする」を動詞
の仕事に、地方自 治体の人材開発、組織開発、地方議会改革、市民共創のまちづくり、地域の  
イノベーションをテーマに探求を行う研究者、実践者として活動中。

【講演４】黒川 伊保子 氏（株式会社感性リサーチ代表取締役、人工知能研究者）

1959年長野県生まれ、栃木県育ち。1983年奈良女子大学理学部物理学科卒。
(株)富士通ソーシアルサイエンスラボラトリにて、14年に亘り人工知能(AI)の研究開発に従事
した後、コンサルタント会社勤務、民間の研究所を経て、2003年 (株)感性リサーチを設立、
代表取締役に就任。2004年脳機能論とAIの集大成による語感分析法『サブリミナル・インプ
レッション導出法』を発表。サービス開始と同時に化粧品、自動車、食品業界などの新商品名
分析を相次いで受注感性分析の第一人者となる。

◆申込人数が先着順で定員に達したときは、申込期限前であって
も募集を締め切らせていただく場合があります。


